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子どもに関する政策討論会議　
知事への申し入れ

再生可能エネルギーに関する検討会で
検討を進めています
　再生可能エネルギーの現状と課題
について実態を把握し、県民の目線
に立った課題解決を図るため、調査
および検討を行っています。
執行部聴取【９月 22日】
　県の取り組みや関係する手続きに
ついて幅広く聴取しました。
■政策企画部
■雇用経済部
■環境生活部
■農林水産部
有識者意見聴取【10月 18日】【11月 28日】【12月１日】【12月 19日】
　現状、課題、今後取り組むべき方向性について意見交換を行いました。
■公益財団法人日本野鳥の会　自然保護室　主任研究員　浦達也　　氏
■特定非営利活動法人防災推進機構　　　　　　理事長　鈴木猛康　氏
■弘前大学　地域戦略研究所　　　　　　　　特任教授　桐原慎二　氏
■三重大学　　　　　　　　　　　　　　　　名誉教授　高山進　　氏
■横浜国立大学大学院　国際社会科学研究院　　　教授　板垣勝彦　氏
■東京大学　　　　　　　　　　　　　　　　名誉教授　荒川忠一　氏
県外調査【11月６日～８日】
　他県における再生可能エネルギーの適正な導入を目指す条例、洋上風
力発電事業と地域共生について意見交換を行いました。
■山梨県庁　
■千葉銚子協同事業オフショアウインドサービス株式会社　
■宮城県議会

　12 月６日、子どもに関する政策討論会議の座長である中森議長およ
び副座長である杉本副議長から知事に対し、令和６年度に向けて早期に
対応すべき事項について、次のとおり申し入れを行いました。

１　�不登校状態にある子どもたちに対する支援の充実
　不登校状態にある子どもたちに対して、多様な学びの場を保障するた
め、必要な情報を提供するとともに、フリースクール等で学ぶ子どもた
ちへの支援の充実その他の必要な施策を講じること。また、スクールカ
ウンセラーおよびスクールソーシャルワーカーの配置拡充、校内教育支
援センターの設置をはじめとする不登校支援に取り組むこと。

２　学校および地域における体験活動の機会の充実
　学校および地域において、体験活動の機会の更なる充実を図るととも
に、全ての子どもたちにその機会が提供できるよう、必要な施策を講じ
ること。特に、貧困世帯に対しては周知や参加方法について配慮するこ
と。

３　学習支援の充実
　貧困世帯の子どもたちの学習の機会
を十分に確保するため、市町と連携し
ながら、学習支援の充実を図るととも
に、家庭への経済的負担の軽減など放
課後児童クラブに通うことを可能とす
るための支援を行うこと。

本号の主な内容
１面 審議結果、子どもに関する政策討論会議　知事への申し入れ、再

生可能エネルギーに関する検討会で検討を進めています
２～３面 一般質問、用語解説、2023 年「あなたが選ぶ！三重県議会の活

動ベスト 10」発表
４面 「議員勉強会」開催、採決を分かりやすく！電子採決を導入します、

全国都道府県議会議長会での活動、若者たちと意見交換しました、
議会改革の取り組みが評価されました、主な開催実績

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

審
　
議
　
結
　
果

令和５年第２回三重県議会定例会　11月定例月会議
～令和５年度補正予算などについて議論～

　エネルギー価格・食料品等の物価高騰の影響を受けている生活者や、医療・介護施設、
中小企業などの事業者に対する支援を引き続き実施するための補正予算などを審議・可決
しました。

審
議
結
果

 

可
決
し
た
議
員
提
出
議
案

○ 

三
重
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁

償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案

○ 

三
重
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

　
ほ
か　
１
件

 

可
決
し
た
議
案

予
算

○ 

令
和
５
年
度
三
重
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　
ほ
か
26
件

条
例

○ 

三
重
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信

の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

　
ほ
か
７
件

そ
の
他
議
案

○
当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
つ
い
て

　
ほ
か
18
件

 
認
定
し
た
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算

○ 

令
和
４
年
度
三
重
県
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算

○ 

令
和
４
年
度
三
重
県
県
債
管
理
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

○ 

令
和
４
年
度
地
方
独
立
行
政
法
人
三
重
県

立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
資
金
貸
付
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

○ 

令
和
４
年
度
三
重
県
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○ 

令
和
４
年
度
三
重
県
母
子
及
び
父
子
並
び

に
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

○ 

令
和
４
年
度
三
重
県
立
子
ど
も
心
身
発
達

医
療
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

○ 

令
和
４
年
度
三
重
県
就
農
施
設
等
資
金
貸

付
事
業
等
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○ 

令
和
４
年
度
三
重
県
地
方
卸
売
市
場
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○ 

令
和
４
年
度
三
重
県
林
業
改
善
資
金
貸
付

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○ 

令
和
４
年
度
三
重
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金

貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○ 

令
和
４
年
度
三
重
県
中
小
企
業
者
等
支
援

資
金
貸
付
事
業
等
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
○ 

令
和
４
年
度
三
重
県
港
湾
整
備
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

 

採
択
し
た
請
願

○ 「
再
審
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書
」
提
出

に
つ
い
て

○ 

私
学
助
成
に
つ
い
て

○ 

持
続
可
能
な
牡
蠣
養
殖
の
実
現
に
向
け
た

支
援
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○ 

医
療
機
関
等
の
看
護
職
員
の
賃
上
げ
を
可

能
と
す
る
財
政
支
援
に
つ
い
て

○ 

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
実
現
に
資
す
る

保
育
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

 

不
採
択
と
し
た
請
願

○ 

介
護
保
険
利
用
料
の
２
割
負
担
の
対
象
拡

大
に
反
対
す
る
こ
と
に
つ
い
て

 

可
決
し
た
決
議
案

○ 

北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
等
に

抗
議
す
る
決
議
案

 

可
決
し
た
意
見
書
案

○ 

医
療
機
関
等
の
看
護
職
員
の
賃
金
引
上
げ

を
可
能
と
す
る
財
政
支
援
等
を
求
め
る
意

見
書
案

○ 

介
護
保
険
利
用
料
の
２
割
負
担
の
対
象
者

を
安
易
に
拡
大
し
な
い
よ
う
求
め
る
意
見

書
案

○
私
学
助
成
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
案

○ 

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
実
現
に
資
す
る

保
育
制
度
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
案

○ 

刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
の
改
正
を
求
め

る
意
見
書
案

○ 

持
続
可
能
な
牡
蠣
養
殖
の
実
現
に
向
け
た

支
援
を
求
め
る
意
見
書
案

○ 

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る

早
期
の
平
和
構
築
を
求
め
る
意
見
書
案

○ 

悪
質
な
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
等
の
被
害
防
止
対

策
の
強
化
及
び
徹
底
を
求
め
る
意
見
書
案

○ 

食
品
ロ
ス
の
削
減
の
更
な
る
推
進
を
求
め

る
意
見
書
案

 
否
決
し
た
意
見
書
案

○ 
米
軍
Ｃ
Ｖ
―
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
墜
落
事
故

に
関
す
る
意
見
書
案

議
員
別
の
賛
否
等
の
状
況

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）11 月採決分

12 月採決分

銚子市沖における取り組みを調査



2一　般　質　問文中の傍線部分については、３ページ
に用語解説を掲載しています

　
獣
害
被
害
か
ら
県
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
、
さ
ら
な
る
対
策
の
強

化
が
必
要
で
す
。
農
林
水
産
業

被
害
へ
の
対
策
を
中
心
に
置
き

な
が
ら
、
人
と
動
物
が
す
み
分

け
ら
れ
る
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」
を

さ
ら
に
推
進
す
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
県
庁
内
部
局

間
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、

市
町
や
関
係
団
体
、
地
域
住
民

と
の
協
働
を
図
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
知
事
の
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
人
口
減
少
に
伴
う
人

の
生
活
圏
の
縮
小
な
ど

に
よ
り
、
野
生
動
物
の
生
息
場

所
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

動
物
の
す
み
か
と
な
る
空
き
家

の
対
策
や
河
川
内
の
雑
草
や
雑

木
の
処
理

な
ど
、
各

部
局
が
行

う
取
り
組

み
を
連
携

し
て
進
め

る
た
め
に
、

危
機
管
理

統
括
監
が

束
ね
る
会
議
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
関
係
部
が
連
携
し
て
情
報

共
有
と
対
策
に
あ
た
る
予
定
で

す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

地
域
の
魅
力
と
三
重
の
お
も
て

な
し
が
伝
わ
る
観
光
振
興
を

○�「
③
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
」
に

つ
い
て

　
ほ
か

　
全
国
で
３
都
府
県
と

６
市
町
が
法
定
外
目
的

税
で
あ
る
宿
泊
税
を
導
入
し
、

そ
れ
を
財
源
と
し
て
旅
行
者
の

受
入
環
境

の
充
実
や

観
光
資
源

の
魅
力
向

上
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を

実
施
し
て

い
ま
す
。
地
域
社
会
・
経
済
に

好
循
環
を
生
む
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
に
、
三
重
県

に
お
い
て
も
宿
泊
税
の
導
入
を

検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。知
事
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
観
光
の
振
興
の
た
め

に
は
、
宿
泊
施
設
や
観

光
地
ま
で
の
交
通
の
整
備
、
外

国
語
に
対
応
し
た
情
報
提
供
な

ど
、
受
入
環
境
の
整
備
を
行
う

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
財

源
と
し
て
宿
泊
税
は
選
択
肢
の

ひ
と
つ
と
し
て
あ
り
得
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
関
係
者
の
意
見

を
丁
寧
に
聞
き
取
り
な
が
ら
、

財
源
の
確
保
の
形
を
勘
案
し
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

公
共
事
業
の
こ
れ
か
ら

　
～
地
域
の
建
設
業
を
守
れ

○�

薬
剤
師
の
確

保
と
偏
在
解

消　
ほ
か

　
②
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の

返
済
が
本
格
化
す
る

中
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価

の
高
騰
、
深
刻
な
人
手
不
足
な

ど
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

県
は
補
正
予
算
で
保
証
料
無
料

の
融
資
枠
を
追
加
す
る
な
ど
事

業
者
の
資
金
繰
り
を
支
援
し
て

い
ま
す
が
、
借
り
換
え
が
難
し

い
事
業
者
も
い
ま
す
。
借
り
換

え
は
難
し
い
が
経
営
改
善
の
余

地
は
あ
る
事
業
者
に
向
け
た
県

の
支
援
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
長
期
化
す
る
物
価
高

の
影
響
に
よ
り
収
益
力

が
低
下
し
、
借
り
換
え
な
ど
新

た
な
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
企
業
に
は
、

県
信
用
保

証
協
会
に

配
置
し
た

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

が
経
営
改

善
の
取
り

組
み
を
伴

走
支
援
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
企
業
の
収

益
力
向
上
に
取
り
組
む
な
ど
、

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
事

業
継
続
を
後
押
し
し
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

悪
質
な
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
へ
の

対
策
に
つ
い
て

○�
河
芸
町
島
崎

町
線
の
進
捗

状
況
に
つ
い

て　
ほ
か

　

米
は
、
国
内
で
１
０

０
％
自
給
が
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
唯
一
の
穀
物
で
あ

り
、
米
を
し
っ
か
り
と
生
産
す

る
こ
と
が
食
の
安
定
的
な
確
保

や
農
業
の

持
続
性
に

つ
な
が
る

と
考
え
ま

す
。
水
田

作
経
営
の

農
業
所
得

が
相
対
的
に
低
い
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
な
か
、

農
家
の
所
得
の
確
保
に
向
け
た

水
田
農
業
の
生
産
振
興
に
つ
い

て
、
県
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
人
口
減
少
や
食
の
多

様
化
に
よ
り
全
国
的
に

米
の
消
費
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
県
で
は
、
米
の
消
費

動
向
を
ふ
ま
え
た
生
産
と
、
主

食
用
米
か
ら
麦
・
大
豆
等
へ
の

作
付
転
換
な
ど
を
進
め
て
い
ま

す
。
関
係
者
と
連
携
し
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

る
こ
と
で
、
水
田
農
業
の
生
産

振
興
を
図
り
、
農
家
の
所
得
確

保
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
企
業
誘
致
に
つ
い
て

○�

警
察
活
動
を

支
え
る
基
盤

の
強
化
に
つ

い
て　
ほ
か

　
県
は
、
令
和
５
年
度

は
２
０
０
名
以
上
の

①
学
習
指
導
員
を
県
内
市
町
に

配
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
指
導

員
に
つ
い
て
学
校
の
先
生
か
ら

は
「
非
常
に
助
か
っ
て
お
り
、

特
に
小
学
校
低
学
年
の
普
通
学

級
で
個
別
に
対
応
が
必
要
な
子

ど
も
の
数
が
増
え
る
中
で
、
子

ど
も
に
向
き
合
う
時
間
を
確
保

で
き
て
い
る
」
と
い
う
評
価
が

あ
り
ま
す
。
県
と
し
て
、
学
習

指
導
員
の
配
置
を
強
力
に
拡
充

し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
学
習
指
導
員
の
配
置

は
、
子
ど
も
に
対
す
る

き
め
細
か
な
学
習
指
導
・
支
援

の
ほ
か
、
教
員
の
業
務
軽
減
や

人
材
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
令
和
６
年
度
は
、
現
在

の
配
置
の

財
源
と
し

て
い
る
国

の
交
付
金

が
予
算
化

さ
れ
な
い

た
め
、
現

状
の
配
置

数
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い

状
況
で
す
が
、
可
能
な
範
囲
の

配
置
を
継
続
で
き
る
よ
う
努
め

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

三
重
県
工
業
研
究
所
の
今
後

に
つ
い
て

○�

三
重
県
障
が
い
者
芸
術
文
化

活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
に
つ

い
て　
ほ
か

　
県
境
を
接
す
る
地
域

で
は
、
県
内
の
他
地
域

と
比
べ
て
看
護
職
員
の
県
外
へ

の
流
出
が
特
に
著
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
人
口
減
少
対
策
の
観

点
か
ら
も
、
県
外
に
流
出
す
る

人
材
を
し
っ
か
り
と
引
き
留
め

る
こ
と
が
で
き
る
か
が
課
題
で

あ
り
、
給
与
や
施
設
整
備
な
ど

を
含
む
看
護
職
の
勤
務
環
境
の

改
善
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

看
護
職
の
人
材
流
出
の
抑
制
に

つ
い
て
、
県
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
県
内
医
療
機
関
に
就

業
後
も
県
内
で
の
就
業

が
継
続
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
医

療
介
護
総
合
確
保
基
金
事
業
を

活
用
し
た
院
内
保
育
所
の
運
営

支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
看
護
職

員
が
安
心

し
て
働
け

る
環
境
の

整
備
に
取

り
組
ん
で

い
ま
す
。

今
後
は
、

施
設
整
備

に
使
え
る

メ
ニ
ュ
ー
を
具
体
的
に
示
す
と

と
も
に
、
地
域
ご
と
の
課
題
に

も
目
を
向
け
て
、
県
内
定
着
に

向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
し
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

県
と
市
町
の
役
割
分
担
に
つ

い
て
（
長
寿
認
定
こ
ど
も
園

に
つ
い
て
）

○�

文
化
活
動
の

維
持
に
つ
い

て　
ほ
か

　

官
製
婚
活
で
あ
る

「
み
え
の
出
逢
い
支
援

事
業
」
に
つ
い
て
、
若
者
や
現

役
世
代
の
方
に
意
見
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
こ
の
事
業
を
求
め
る

声
は
あ
り

ま
せ
ん
で

し
た
。
県

が
積
極
的

に
行
う
こ

の
事
業
の

広
報
は
、

結
婚
や
出

産
へ
の
圧

力
と
な
り
「
こ
ん
な
地
方
か
ら

出
て
い
き
た
い
」
と
い
う
思
い

を
増
長
さ
せ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
官
製
婚
活
を
続
け
て
い
く

こ
と
が
適
切
な
の
か
、
知
事
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
の
み
え
県

民
１
万
人
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
未
婚
の
方
の
う
ち
半

数
以
上
が
「
い
ず
れ
結
婚
す
る

つ
も
り
」
と
回
答
し
、
現
在
結

婚
し
て
い
な
い
理
由
の
１
位
は

「
出
会
い
の
機
会
が
な
い
」
で

し
た
。
結
婚
を
希
望
す
る
方
に

出
会
い
の
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
は
行
政
の
重
要
な
役
割
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
、
人

権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
に
十
分

配
慮
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

三
重
県
内
で
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
等

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
環
境
汚

染
の
実
態
把

握
と
今
後
の

対
応
に
つ
い

て

子
ど
も
に
寄
り
添
う
三
重

の
教
育
を
目
指
し
て

田
中
　
智
也 

議
員

（
新
政
み
え
／

  

四
日
市
市
選
出
）

問

▲一般質問
（田中智也 議員）

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

倉
本
　
崇
弘 

議
員

（
草そ

う
莽も
う
／

  

桑
名
市
・
桑
名
郡
選
出
）

問答

答

▲一般質問
（倉本崇弘 議員）

「
み
え
の
出
逢
い
支
援
事

業
」
の
是
非
に
つ
い
て

吉
田
　
紋
華 

議
員

（
日
本
共
産
党
／

  

津
市
選
出
）

問

▲一般質問
（吉田紋華 議員）

水
田
農
業
の
生
産
振
興
に

つ
い
て

辻
内
　
裕
也 

議
員

（
自
由
民
主
党
／

  

桑
名
市
・
桑
名
郡
選
出
）

問

▲一般質問
（辻内裕也 議員）

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

へ
の
支
援
に
つ
い
て

川
口
　
円 

議
員

（
新
政
み
え
／

  

津
市
選
出
）

問

▲一般質問
（川口　円議員）

持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
と
観
光
政
策

中
嶋
　
年
規 

議
員

（
自
由
民
主
党
／

  

志
摩
市
選
出
）

問

▲一般質問
（中嶋年規議員）

▲一般質問
（伊藤雅慶 議員）

獣
害
対
策
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て

伊
藤
　
雅
慶 

議
員

（
新
政
み
え
／

  

三
重
郡
選
出
）

問

答

答

答

答

答

まだ結婚は
しないの？

子ども、欲
しくないの

？

収穫時期の水田



3 申し合わせにより決められた議員の一般質問の一部を掲載しています。

用
　
　
語
　
　
解
　
　
説

　

2023年「あなたが選ぶ！三重県議会の活動ベスト 10」発表

　
⑤
重
症
心
身
障
が
い

者
が
生
き
て
い
く
た
め

に
必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
整
備
は
、
電
気
や
水
道
の

よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
同
様

に
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
高
齢
の
親
が
い
な
く
な
っ

た
あ
と
、
障
が
い
者
が
安
心
し

て
地
域
で
生
活
で
き
る
か
ど
う

か
は
、
障
が
い
者
の
保
護
者
に

と
っ
て
深
刻
な
課
題
で
す
。「
親

亡
き
後
」
の
問
題
の
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
の
現
状
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
障
が
い
者

が
「
親
亡
き
後
」
も
、

自
ら
選
択
し
た
と
こ
ろ
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る

た
め
の
重
度
障
が
い
者
向
け
の

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や

通
所
施
設

の
整
備
を

進
め
て
い

ま
す
。
今

後
も
、
保

護
者
が
抱

く
将
来
へ

の
不
安
を
解
消
で
き
る
よ
う
、

市
町
と
と
も
に
、
地
域
生
活
の

支
援
体
制
の
一
層
の
充
実
に
取

り
組
み
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
推
進
に

つ
い
て
～
有
機
農
業
の
出
口
戦

略
と
し
て
の
学
校
給
食
～

○�

教
員
の
欠

員
、
完
全
代

替
補
充
に
向

け
て　
ほ
か

　
都
道
府
県
の
75
％
以

上
が
国
の
就
学
支
援
金

制
度
に
独
自
の
支
援
を
上
乗
せ

し
て
い
ま

す
が
、
三

重
県
は
実

施
し
て
い

ま
せ
ん
。

子
ど
も
た

ち
が
家
庭

の
経
済
状

況
に
よ
ら
ず
、
公
立
・
私
立
を

問
わ
ず
に
希
望
す
る
学
校
に
行

け
る
よ
う
に
、
県
独
自
の
就
学

支
援
金
制
度
を
設
け
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
教
育
の

機
会
均
等
を
保
障
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
知
事
の
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
県
で
は
今
年
度
、
み

え
子
ど
も
・
子
育
て
応

援
総
合
補
助
金
を
創
設
し
て
市

町
が
実
施
す
る
取
り
組
み
を
支

援
す
る
な
ど
、
子
ど
も
に
関
す

る
施
策
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
私
学
に
対

す
る
支
援
は
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
来
年
度
の
予
算

編
成
に
お
け
る
集
中
と
選
択
の

な
か
で
、
支
援
の
形
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

○�

北
勢
バ
イ
パ

ス
早
期
整
備

に
つ
い
て

　
ほ
か

　
四
日
市
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
に
隣
接
す
る
居
住
地

域
の
住
民
が
、
津
波
で
タ
ン
ク

な
ど
の
危
険
物
が
流
れ
て
こ
な

い
か
不
安
を

募
ら
せ
る
中
、

本
年
７
月
に

「
四
日
市
港
の

海
岸
整
備
を

進
め
る
会
」

が
立
ち
上
げ

ら
れ
、
11
月

に
は
国
に
対
し
要
望
活
動
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
海
岸
保
全
施
設

の
整
備
が
大
き
な
局
面
を
迎
え

て
い
ま
す
。
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
に
お
け
る
危
険
物
の
流
出
対

策
に
つ
い
て
の
県
の
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
三
重
県
石
油
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
計

画
」
で
は
、
タ
ン
ク
等
の
流
出

防
止
措
置
を
と
る
こ
と
を
事
業

者
に
求
め
て
お
り
、
事
業
者
は

フ
ェ
ン
ス
の
設
置
な
ど
の
対
策

を
と
っ
た
う
え
で
、
災
害
を
想

定
し
た
訓
練
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
地
震
・
津
波
発
生
時
に
お

け
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
区
域
外
へ

の
影
響
が
最
小
限
に
な
る
よ

う
、
事
業
者
等
と
連
携
し
な
が

ら
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

ピ
ロ
リ
菌
除
菌
費
用
を
県
費

で
補
助
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○�

三
重
県
の
人

口
減
少
対
策

に
つ
い
て

　
ほ
か

　
バ
ス
路
線
の
維
持
が

地
方
任
せ
に
さ
れ
た
結

果
、
運
行
本
数
が
減
り
、
運
転

士
も
不
足
す
る
事
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
④
デ
マ
ン
ド
交
通
や

乗
合
い
タ
ク
シ
ー
な
ど
が
ま
だ

ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
中
、
高

齢
化
が
さ
ら
に
進
ん
だ
際
に
交

通
手
段
が
確
保
で
き
る
の
か
危

惧
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
お
け

る
移
動
手
段
の
確
保
に
向
け
た

県
の
考
え
方
と
、
市
町
と
の
連

携
に
よ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
県
は
バ
ス
路
線
の
維

持
・
確
保
に
向
け
て
、

市
町
・
国
・
バ
ス
事
業
者
で
構

成
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
県
内
の
６
地
域
に
設
置
し
検

討
を
行
う
と
と
も
に
、
市
町
が

実
施
す
る
地
域
の
座
談
会
に
参

加
し
て
住

民
か
ら
直

接
意
見
を

聞
い
て
い

ま
す
。
今

後
も
、
地

域
住
民
の

移
動
に
関

す
る
ニ
ー

ズ
を
丁
寧
に
拾
い
上
げ
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み
を

市
町
と
と
も
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

国
道
３
６
８
号
の
今
後
の
見

通
し

○�

大
阪
・
関
西
万
博
を
契
機
と

し
た
関
西
圏
に
お
け
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て

　
ほ
か

就
学
支
援
金
制
度
に

つ
い
て

服
部
　
富
男 

議
員

（
自
由
民
主
党
／

  

三
重
郡
選
出
）

問

▲一般質問
（服部富男 議員）

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
防
災
に

つ
い
て

石
田
　
成
生 

議
員

（
自
由
民
主
党
／

  

四
日
市
市
選
出
）

問答

答

▲一般質問
（石田成生 議員）

地
域
公
共
交
通
の
充
実

荊
原
　
広
樹 

議
員

（
新
政
み
え
／

  

名
張
市
選
出
）

問

▲一般質問
（荊原広樹 議員）

障
が
い
者
の
親
亡
き
後
の
問
題
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

喜
田
　
健
児 

議
員

（
新
政
み
え
／

  

松
阪
市
選
出
）

問

▲一般質問
（喜田健児 議員）

答

２ 

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

の
経
済
対
策
と
し
て
、
売
り
上

げ
が
減
っ
た
企
業
や
個
人
事
業

者
に
対
し
て
、
実
質
無
利
子
・

無
担
保
で
融
資
さ
れ
た
制
度
の

こ
と
で
す
。

３ 

グ
リ
ー
フ
ケ
ア

　
大
切
な
人
と
の
死
別
を
経
験

し
、
悲
嘆
に
暮
れ
る
人
を
、
悲

し
み
か
ら
立
ち
直
れ
る
よ
う
に

寄
り
添
い
、
援
助
す
る
こ
と
で

す
。

１ 

学
習
指
導
員

　
児
童
生
徒
の
学
習
定
着
度
に

応
じ
て
、
き
め
細
か
な
指
導
や

少
人
数
指
導
、
学
び
を
保
障
す

る
た
め
の
学
校
教
育
活
動
を
支

援
す
る
職
員
の
こ
と
で
す
。
授

業
時
以
外
に
、
放
課
後
の
学
習

指
導
や
宿
題
の
提
出
確
認
な
ど

を
教
員
の
代
わ
り
に
行
う
こ
と

が
で
き
、
教
員
の
業
務
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
指
導
員

が
元
教
員
で
あ
る
場
合
に
は
、

授
業
で
気
づ
い
た
こ
と
を
若
手

教
員
な
ど
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
す

る
こ
と
で
人
材
育
成
に
つ
な
が

り
ま
す
。

４ 

デ
マ
ン
ド
交
通

　
路
線
バ
ス
の
よ
う
に
運
行
ダ

イ
ヤ
や
運
行
ル
ー
ト
は
決
ま
っ

て
お
ら
ず
、
予
約
に
応
じ
て
運

行
す
る
時
刻
や
経
路
が
変
わ
る

交
通
方
式
の
こ
と
で
す
。

５ 

重
症
心
身
障
が
い
者

　
重
度
の
知
的
障
が
い
と
重
度

の
肢
体
不
自
由
を
併
せ
持
っ
た

人
の
こ
と
で
す
。

答

物価高騰等に関する補正予算可決

　三重県議会では、議会活動について広く関心を持っていただけるよう、昨年末、
県民の皆さんや県議会議員からの投票により、2023 年の「三重県議会の活動ベ
スト 10」の選定を行いました。今回選定された取り組みをご紹介します。

（各項目の詳細は、県議会ホームページでご覧いただけます。）

その他
○ 地方分権の推進に資する人材の育成等

のためにインターンシップ実習生を受
け入れました《三重県議会の各種取組
も発信》

開かれた議会運営の実現
○ 県民の皆さんの意見を国会や内閣総理

大臣、知事等に届けています《請願 18
件、要望 23 件を受け付け》

○ より分かりやすい議会情報の提供のた
め、ハード・ソフトの両面で改善に取
り組んでいます《議事堂の設備の改修、
議会広報紙の改善など》

○ 次代を担う若者たちの参画に取り組ん
でいます《「みえ県議会出前講座」、「み
え現場 de 県議会」など》

住民本位の政策決定と政策監視・評価の
推進
○ 物価高騰等に対する支援を１日でも早

くお届けできるよう取り組みました
《「審議の前倒し」、「補正予算の早期提
出の必要性を指摘」》

○ 子どもや障がい者への虐待を許さない
ために全力で取り組んでいます《連続
して発生した虐待事案等を受けて》

○ 県民生活の向上等に向けて、今後の県
政運営に関する意見をとりまとめ、知
事に申し入れました《関係部局の令和
４年度の
政策を評
価 し、 今
後の県政
運営への
意見を表
明》

独自の政策提言と政策立案の強化
○ 県内の食料自給率の向上に向けて議論

を開始しました《食料自給総合対策調
査特別委員会を設置》

○ 子どもに一層寄り添った政策の立案に
取り組んでいます《子どもに関する政
策討論会議を設置》

○ 再生可能エネルギーの導入に関する課
題を、県民目線に立って解決するため
議論を開始しました《再生可能エネル
ギーに関する検討会を設置》



次回の発行は、令和６年（2024年）４月１日（月）です。
（新聞折り込みは、令和６年４月７日（日）に行います。）みえ県議会だよりは、年7回（4、5、7、8、10、12、2月の各月1日）発行します。

議会の開催予定は県議会ホームページの「議会の日程」をご覧ください。 4

　
　
　
　
　

　議会の意思を決定する「採
決」は、主に起立により行っ
てきましたが、令和６年定
例会から電子採決を導入し
ます。
　議員が議席に設置された
賛成・反対のボタンを押す
と、議場内の大型モニター
に議員別の選択が色分けし
て表示され、賛成・反対の
数とともに映し出されます。
　これまでの起立採決と比べて、議員別の賛否が一目で分かるよ
うになります。議場での傍聴やインターネット中継の視聴等で、
議会の意思を決める大事な瞬間にご注目ください。

　11 月 21 日、令和５年度第１回「みえ現場
de 県議会」を、シンフォニアテクノロジー響ホー
ル伊勢で開催しました。
　「みえ現場 de 県議会」は、県民の皆さんの多
様な意見を県議会での議論に反映することを目
的に、平成 22 年度から実施しています。
　今回は「若者とこれからの地域づくり～聴か
せてください！皆さんの声～」をテーマに、17
歳から 29 歳までの県内在住の若い世代の方々
22 名に集まっていただき、５つのグループに分
かれて三重県議会議員と意見交換を行いました。
　参加者からは「メリットがないと動かない若

者が多い。この先 10 年 20 年のビジョンなど、地域がいずれ盛り上がっていくというような
未来に向けた話を学生に話したほうが、地元に残っていくと思う」、「公約などはスケールが
大きいものが多くて、自分には関係ないと思ってしまうので小さなことでも吸い上げて議会
で提案いただける機会があるとよい」、など、さまざまな意見が出されました。

　12 月 21 日、株式会社三井不動産ホテルマネジメントの雀部優代表取締
役社長を講師にお招きし、令和５年度第２回議員勉強会を開催しました。
　三重県では、注力する取り組みの一つとして、三重の魅力を生かした観光
振興を進めていることから、『「質が高く、持続可能な観光地づくり」への「王
道」と「近道」～「総花・満点主義」ＶＳ「一点突破主義」～』と題して、
お話いただきました。
　勉強会では、これからの観光戦略と
して、海外からの個人旅行者にターゲッ
トを定め、誘致につなげるための予約
チャンネルの拡大・充実を図ることや、
個々の施設がターゲットに刺さる「ウ
リ」を探し磨くことなど、具体的な事
例の紹介とともに、ご提案をいただき
ました。

　「三重県議会 議会活動計画」の取り組みが、
マニフェスト大賞の最優秀議会改革賞を受賞し
ました。議員任期４年間を通したこの計画は３
期目となるもので、前任期に策定した２期目の
活動計画の検証と評価の方法の充実を図った上
で、今任期の議会への提言として引き継ぎ、新
たな計画として策定したものです。今後も、議
会活動を一層充実させていきたいと考えていま
す。（マニフェスト大賞は、地方自治体の議会、
首長、市民等による、地域の民主主義向上に資
する優れた取り組みを募集し、表彰するもので
す）

「議員勉強会」開催（テーマ：観光）採決を分かりやすく！電子採決を導入します

若者たちと意見交換しました（第１回「みえ現場 de 県議会」）

議会改革の取り組みが評価されました

全国都道府県議会議長会での活動
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こ
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ま
ざ
ま
な
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　11 月 22 日、中森議長が所属する全国都道府
県議会議長会の経済産業環境委員会の要請活動
に参加しました。
　当日は、岸田内閣総理大臣、伊藤環境大臣と
面会を行い、地域経済の持続的な成長に向け、
エネルギー価格・物価高騰対策や、国をあげて
の賃上げ対策、脱炭素社会の実現に向けた支援
など、令和６年度政府予算編成に向け、喫緊の
課題について要請を行いました。
　要請内容について総理大臣と意見交換を行う
など、地方の声を直接届けることができました。

　12 月１日、杉本副議長が、第１回「多様な人
材が輝く議会のための懇談会」に委員として出
席しました。
　当日は、女性や若者など多様な人材の議会へ
の参画に向けた各県議会の取り組みや課題につ
いて活発な意見交換が行われました。

①経済産業環境委員会の要請活動

②�第１回「多様な人材が輝く議会のた
めの懇談会」

議員勉強会の様子

電子採決操作研修の様子

若者の意見をたくさんお聴きしました

授賞式の様子


